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右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

主
意
書 

新
東
京
国
際
空
港
公
団
が
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新
東
京
国
際
空
港
公
団
（
以
下
「
公
団
」
と
い
う
）
は
、
新
東
京
国
際
空
港
を
建
設
す
る
と
称
し
て
、
現
在
ま
で
に

数
々
の
違
法
行
為
を
「
ア
ウ
ト
ロ
ー
」
よ
ろ
し
く
積
み
重
ね
て
き
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
積
み
重
ね
た
違
法
行
為
の

数
々
に
は
、
国
会
に
お
け
る
審
議
を
顧
み
る
と
き
、
そ
の
一
半
の
責
任
が
、
運
輸
省
事
務
当
局
（
以
下
「
運
輸
省
」

と
い
う
）
に
あ
る
と
思
え
て
な
ら
な
い
。 

そ
こ
で
、
公
団
が
犯
し
た
航
空
法
違
反
に
対
す
る
運
輸
省
の
対
応
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
上
、
公
団
及
び
運

輸
省
に
監
督
責
任
を
有
す
る
運
輸
大
臣
の
御
見
解
を
賜
り
た
い
。 

一 

航
空
法
令
の
解
釈
と
運
用
に
直
接
の
責
任
を
負
う
航
空
局
長
の
同
法
に
対
す
る
無
知
・
無
理
解
が
顕
在
化
し

て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、 

 
主
意
書 

新
東
京
国
際
空
港
公
団
が
犯
し
た
航
空
法
違
反
と
そ
れ
に
対
す
る
運
輸
省
の
対
応
に
関
す
る
質
問 

三 

 



 

(5) 

従
つ
て
、
航
空
局
長
が
航
空
法
令
に
対
し
無
知
・
無
理
解
で
あ
れ
ば
、
同
法
令
の
適
正
か
つ
公
正
な
運
用

が
行
わ
れ
な
い
の
で
は
な
い
の
か
。
し
か
ら
ざ
れ
ば
、
そ
の
理
由
は
何
か
。 

(4) 

し
か
る
に
、
航
空
法
令
に
対
す
る
無
知
・
無
理
解
は
、
同
法
令
の
適
正
な
運
用
を
阻
害
す
る
の
で
は
な
い

の
か
。
し
か
ら
ざ
れ
ば
、
そ
の
理
由
は
何
か
。 

(3) 

正
に
航
空
法
令
を
施
行
す
る
た
め
に
こ
そ
、
航
空
局
が
存
在
す
る
の
で
は
な
い
の
か
。
し
か
ら
ざ
れ
ば
、

そ
の
理
由
は
何
か
。 

(2) 

と
こ
ろ
で
、
航
空
法
令
を
所
管
す
る
の
は
、
運
輸
省
航
空
局
で
は
な
い
の
か
。
し
か
ら
ざ
れ
ば
、
ど
こ 

 

か
。 

(1) 
法
令
の
運
用
に
つ
い
て
は
、
通
常
、
当
該
法
令
を
所
管
す
る
行
政
庁
の
解
釈
に
従
つ
て
処
理
さ
れ
る
べ
き

で
は
な
い
の
か
。
し
か
ら
ざ
れ
ば
、
法
令
の
運
用
は
如
何
な
る
行
政
庁
の
解
釈
に
従
つ
て
、
通
常
処
理
さ
れ

る
べ
き
も
の
な
の
か
。 
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二 

昭
和
五
十
一
年
二
月
二
十
七
日
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
に
お
い
て
、
中
村
大
造
航
空
局
長(

当
時)

は
、
Ａ
滑

走
路
三
四
側
の
航
空
灯
火
に
係
る
七
百
五
十
メ
ー
ト
ル
の
移
設
工
事
に
つ
い
て
「
航
空
法
施
行
規
則
の
規
定
に

よ
り
ま
し
て
、
一
般
の
設
置
基
準
と
異
な
る
方
式
に
よ
る
設
置
承
認
、
こ
う
い
う
こ
と
で
処
理
い
た
し
て
お
り

ま

す
。
」
と
悪
び
れ
ず
述
べ
、
ま
た
「(

工
事)
実
施
計
画
の
変
更
認
可
は
い
た
し
て
お
り
ま
せ
ん
」
と
ぬ
け
ぬ
け
と

答
弁
し
、
国
会
を
愚
ろ
う
し
て
い
る
が
、 

(1) 

右
航
空
局
長
は
、
航
空
法
第
五
十
五
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
工
事
実
施
計
画
の
認
可
手
続
き
が
事

前
手
続
き
で
あ
る
こ
と
を
理
解
で
き
な
か
つ
た
の
か
。
し
か
ら
ば
、
何
故
か
。 

(7) 

要
す
る
に
、
航
空
局
長
が
そ
の
職
責
を
ま
つ
と
う
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
人
事
に
誤
り
が
あ
つ
た

の
で
は
な
い
の
か
。
し
か
ら
ざ
れ
ば
他
の
原
因
を
挙
げ
よ
。 

(6) 
つ
ま
り
は
、
航
空
法
令
の
適
正
か
つ
公
正
な
運
用
が
行
わ
れ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
航
空
局
長
と
し
て
そ
の

職
責
を
ま
つ
と
う
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
の
で
は
な
い
の
か
。
し
か
ら
ざ
れ
ば
そ
の
理
由
は
何
か
。 
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(6) 

右
航
空
局
長
が
、
航
空
法
令
に
対
し
、
無
知
・
無
理
解
で
あ
つ
た
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
の
か
。
し
か
ら 

(5) 

右
航
空
局
長
は
、
航
空
法
施
行
規
則
第
百
二
十
一
条
の
二
の
規
定
だ
け
が
、
航
空
灯
火
に
係
る
航
空
法
第

五
十
五
条
の
三
第
一
項
の
変
更
認
可
手
続
き
を
定
め
る
運
輸
省
令
で
あ
る
と
は
判
断
で
き
な
か
つ
た
の
か
。

し
か
ら
ば
何
故
か
。 

(4) 

右
航
空
局
長
は
、
航
空
法
施
行
規
則
第
百
十
七
条
第
二
項
の
規
定
は
、
同
規
則
第
百
二
十
一
条
の
二
の
特

例
を
定
め
る
規
定
と
で
も
判
断
し
て
い
た
の
か
。
し
か
ら
ば
何
故
か
。 

(3) 

右
航
空
局
長
は
、
航
空
法
施
行
規
則
第
百
十
七
条
第
二
項
の
規
定
は
、
航
空
法
第
五
十
五
条
の
三
第
一
項

の
工
事
実
施
計
画
の
変
更
認
可
手
続
き
を
定
め
る
運
輸
省
令
で
あ
る
と
で
も
判
断
し
て
い
た
の
か
。
し
か
ら

ば
何
故
か
。 

(2) 
右
航
空
局
長
は
、
航
空
法
第
三
十
九
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
が
、
航
空
法
第
五
十
五
条
の
三
第
一
項
の

規
定
の
特
例
を
定
め
る
と
で
も
判
断
し
て
い
た
の
か
。
し
か
ら
ば
何
故
か
。 
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三 

昭
和
五
十
二
年
二
月
十
五
日
及
び
同
二
十
三
日
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
に
お
い
て
、
高
橋
寿
夫
航
空
局
長 

は
、
Ａ
滑
走
路
三
四
側
の
航
空
灯
火
を
七
百
五
十
メ
ー
ト
ル
移
設
し
た
航
空
法
違
反
の
無
認
可
工
事
に
つ
い 

て
、
昨
年
の
予
算
委
員
会
で
は
、
中
村
大
造
航
空
局
長(
当
時)
が
無
認
可
工
事
で
あ
る
と
云
い
き
つ
て
い
た
に 

(10) 

現
運
輸
事
務
次
官
を
何
時
ま
で
、
現
在
の
職
に
と
ど
め
て
お
く
の
か
。
そ
の
理
由
は
何
か
。 

(9) 

運
輸
事
務
次
官
と
い
う
要
職
は
、
法
治
主
義
を
無
視
す
る
よ
う
な
人
物
で
な
け
れ
ば
勤
ま
ら
な
い
も
の
な

の
か
。
し
か
ら
ば
何
故
か
。 

(8) 

右
航
空
局
長
は
そ
の
後
事
務
次
官
に
昇
格
し
、
現
在
に
至
つ
て
い
る
。
法
治
主
義
を
無
視
す
る
よ
う
な
人

物
を
何
故
運
輸
行
政
の
元
締
め
で
あ
る
事
務
次
官
に
起
用
し
た
の
か
。 

(7) 
航
空
法
令
に
対
し
理
解
を
深
め
よ
う
と
し
な
い
。
即
ち
、
法
令
に
よ
る
行
政
（
以
下
「
法
治
主
義
」
と
い
う
）

と
い
う
認
識
を
欠
い
た
右
航
空
局
長
の
如
き
人
物
が
何
故
航
空
局
長
と
い
う
要
職
に
配
置
さ
れ
た
の
か
。 

ざ
れ
ば
、
そ
の
理
由
は
何
か
。 
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(2) 

右
航
空
局
長
は
、
航
空
法
施
行
規
則
第
七
十
九
条
第
二
項
及
び
同
第
百
十
七
条
第
二
項
に
よ
る
設
置
基
準

の
特
例
を
定
め
る
手
続
き
に
よ
り
、
航
空
法
第
五
十
五
条
の
三
第
一
項
の
工
事
実
施
計
画
の
変
更
認
可
の
手

続
き
を
代
行
し
得
る
と
で
も
判
断
し
て
い
た
の
か
。
し
か
ら
ば
何
故
か
。 

(1) 

右
航
空
局
長
は
、
航
空
法
第
五
十
五
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
工
事
実
施
計
画
の
認
可
又
は
変
更
認

可
が
事
前
手
続
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
認
識
を
も
つ
て
い
る
の
か
。 

も
係
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
素
直
に
認
め
よ
う
と
せ
ず
、
殊
更
航
空
法
第
三
十
九
条
第
一
項
第
一
号
に
係
わ
る
設
置

基
準
の
特
例
に
関
す
る
手
続
き
を
蒸
し
返
し
、
い
た
ず
ら
に
国
会
審
議
を
空
転
さ
せ
、
審
議
時
間
を
浪
費
し
、

そ
し
て
事
前
手
続
き
の
規
定
を
踏
み
に
じ
つ
た
こ
と
に
対
し
「
や
は
り
明
確
に
し
た
方
が
い
い
と
い
う
と
こ
ろ

か
ら
」
と
か
「
や
は
り
本
格
的
に
工
事
実
施
計
画
自
体
の
変
更
認
可
を
し
た
方
が
ベ
タ
ー
で
は
な
い
か
。
」
と
い
う

認
識
し
か
持
ち
得
ず
、
法
治
主
義
を
否
定
し
、
従
つ
て
「
（
認
可
の
前
に
）
工
事
を
完
了
し
た
正
確
な
時
点
を
い

ま
つ
か
ん
で
お
り
ま
せ
ん
」
な
ど
と
国
会
を
愚
ろ
う
し
て
い
る
が
、 
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(6) 

右
航
空
局
長
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｓ
の
変
更
工
事
に
つ
い
て
「
工
事
の
実
施
と
た
だ
い
ま
御
指
摘
の
施
行
規
則
に
よ

り
ま
す
承
認
と
の
時
間
的
な
関
係
に
つ
き
ま
し
て
は
、
実
は
、
工
事
の
完
了
し
ま
し
た
時
点
に
つ
い
て
、
私
今

日
ま
だ
正
確
に
、
は
握
し
て
お
り
ま
せ
ん
」
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
公
団
の
犯
し
た
航
空
法
違
反
の
無
認
可 

(5) 

右
航
空
局
長
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｓ
（
計
器
着
陸
装
置
）
に
つ
い
て
は
、
設
置
基
準
の
変
更
の
承
認
手
続
き
な
ど
一
度

も
行
わ
れ
ず
、
事
後
的
で
は
あ
る
が
、
工
事
実
施
計
画
の
変
更
手
続
き
が
と
ら
れ
て
い
た
の
を
知
ら
な
か
つ

た
の
か
。
し
か
ら
ば
何
故
か
。 

(4) 

右
航
空
局
長
は
、
航
空
法
第
五
十
五
条
の
三
第
一
項
の
事
前
手
続
き
規
定
に
違
反
し
て
、
公
団
が
無
認
可

工
事
を
行
つ
た
と
い
う
指
摘
に
対
し
、
航
空
法
第
三
十
九
条
第
一
項
第
一
号
に
係
る
設
置
基
準
の
特
例
の
手

続
き
の
説
明
を
し
て
、
国
会
審
議
の
時
間
を
浪
費
さ
せ
た
目
的
は
何
だ
つ
た
の
か
。 

(3) 
右
に
お
い
て
代
行
し
得
な
い
か
ら
こ
そ
、
誤
つ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
違
法
工
事
で
あ
つ
た
か
ら
こ
そ
、
事

後
的
で
は
あ
る
が
、
正
規
の
手
続
き
を
踏
も
う
と
し
た
の
で
は
な
か
つ
た
の
か
。 

九 

 



 

四 

昭
和
五
十
二
年
三
月
三
日
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
に
お
い
て
、
高
橋
寿
夫
航
空
局
長
は
、
成
田
空
港
に
係
わ

る
施
設
の
一
部
が
当
初
の
空
港
敷
地
の
外
側
に
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
「
工
事
実
施
計
画
の
変
更
認 

(10) 

現
航
空
局
長
を
何
時
ま
で
、
現
在
の
職
に
と
ど
め
て
お
く
の
か
。
そ
の
理
由
は
何
か
。 

(9) 

航
空
局
長
と
い
う
要
職
は
、
法
治
主
義
を
無
視
す
る
よ
う
な
人
物
で
な
け
れ
ば
、
勤
ま
ら
な
い
も
の
な
の

か
。
し
か
ら
ば
何
故
か
。 

(8) 

航
空
法
令
に
対
し
理
解
を
深
め
よ
う
と
す
る
こ
と
な
く
、
法
治
主
義
と
い
う
認
識
を
欠
い
た
右
航
空
局
長

の
如
き
人
物
が
、
何
故
、
航
空
局
長
と
い
う
要
職
に
配
置
さ
れ
た
の
か
。 

(7) 

右
航
空
局
長
が
航
空
法
令
に
対
し
、
無
知
・
無
理
解
で
あ
つ
た
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
の
か
。
し
か
ら

ざ
れ
ば
、
そ
の
理
由
は
何
か
。 

工
事
が
年
来
の
問
題
で
あ
る
に
も
係
わ
ら
ず
、
ま
た
事
後
的
な
処
理
を
せ
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
に
も
係
わ
ら

ず
、
何
故
、
事
実
関
係
を
明
ら
か
に
し
て
お
か
な
か
つ
た
の
か
。 

一
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(4) 

航
空
法
第
三
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
手
続
き
が
適
用
除
外
と
な
つ
て
い
る
公
団
の
航
空
法

に
よ
る
手
続
き
と
し
て
、
同
法
第
五
十
五
条
の
三
第
一
項
前
段
の
工
事
実
施
計
画
の
認
可
手
続
き
が
法
定
さ 

(3) 

右

(1)
及
び

(2)
に
お
い
て
許
可
を
受
け
た
飛
行
場
に
係
わ
る
施
設
で
あ
つ
て
も
、
航
空
法
第
四
十
三
条
第
一

項
に
定
め
ら
れ
る
変
更
以
外
の
当
該
施
設
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
航
空
法
は
、
変
更
手
続
き
を
必
要
と
し
て
い

な
い
と
し
て
よ
い
の
で
は
な
い
の
か
。
し
か
ら
ざ
れ
ば
、
そ
の
変
更
手
続
き
の
規
定
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

(2) 

右
に
お
い
て
許
可
を
受
け
た
者
が
、
当
該
施
設
に
つ
き
、
運
輸
省
令
で
定
め
る
航
空
の
安
全
の
た
め
特
に

重
要
な
変
更
を
加
え
よ
う
と
す
る
と
き
の
手
続
き
が
、
航
空
法
第
四
十
三
条
第
一
項
に
規
定
さ
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
の
か
。 

(1) 
運
輸
大
臣
及
び
公
団
以
外
の
者
が
飛
行
場
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
必
要
と
な
る
許
可
手
続
き
が
、

航
空
法
第
三
十
八
条
第
一
項
以
降
に
規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
の
か
。 

可
申
請
は
、
そ
の
部
分
に
つ
い
て
は
必
要
な
い
と
考
え
て
い
る
」
と
答
弁
し
て
い
る
が
、 

一
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(7) 

公
団
は
現
在
ま
で
に
何
度
か
工
事
実
施
計
画
の
変
更
認
可
の
手
続
き
を
行
つ
て
い
る
が
、
変
更
し
よ
う
と

す
る
事
項
の
中
に
は
、
飛
行
場
施
設
と
し
て
、
雨
水
排
水
管
渠
、
マ
ン
ホ
ー
ル
の
構
造
、
構
内
道
路
そ
の
他 

(6) 

航
空
法
第
五
十
五
条
の
三
第
一
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
工
事
実
施
計
画
の
変
更
認
可
手
続
き
の
規
定
は
、

工
事
実
施
計
画
に
記
載
さ
れ
て
い
る
事
項
の
変
更
の
手
続
き
を
定
め
た
も
の
で
あ
つ
て
、
航
空
法
第
三
十
八

条
第
一
項
以
降
で
許
可
を
受
け
た
者
に
は
、
こ
れ
に
対
応
す
る
手
続
き
規
定
が
な
い
と
い
う
公
団
独
得
の
手

続
き
規
定
で
は
な
い
の
か
。
し
か
ら
ざ
れ
ば
、
右
変
更
認
可
手
続
き
に
該
当
す
る
航
空
法
第
三
十
八
条
第
一

項
以
降
で
受
け
た
許
可
の
変
更
手
続
き
を
定
め
る
規
定
は
何
か
。 

(5) 
航
空
法
第
四
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
許
可
の
手
続
き
が
適
用
除
外
と
な
つ
て
い
る
公
団
の

航
空
法
に
よ
る
手
続
き
と
し
て
、
右
変
更
手
続
き
に
対
応
し
て
、
同
法
第
五
十
五
条
の
三
第
一
項
前
段
の
工

事
実
施
計
画
の
変
更
認
可
の
手
続
き
が
法
定
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
の
か
。 

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
の
か
。 

一
二 

 



 

(8) 

成
田
空
港
に
係
わ
る
施
設
の
一
部
が
、
当
初
の
空
港
敷
地
の
外
側
に
配
置
さ
れ
て
お
り
、
明
ら
か
に
工
事

実
施
計
画
に
記
載
さ
れ
て
い
る
事
項
が
変
更
さ
れ
て
い
る
と
い
う
状
況
に
も
係
わ
ら
ず
、
右
航
空
局
長
は
、

殊
更
、
航
空
法
第
五
十
五
条
の
三
第
一
項
前
段
の
変
更
認
可
の
手
続
き
の
要
件
の
内
容
、
例
え
ば
、
滑
走
路

と
か
、
誘
導
路
、
エ
プ
ロ
ン
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
同
条
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
変
更
認
可
手
続
き

が
必
要
無
い
か
の
如
く
に
対
応
し
、
国
会
審
議
を
空
転
さ
せ
て
い
る
。
成
田
空
港
敷
地
の
拡
張
に
つ
い
て
、

右
航
空
局
長
は
、
航
空
法
第
五
十
五
条
の
三
第
一
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
手
続
き
が
、
必
要
で
は
な
い
か
と

の
指
摘
に
対
し
、
同
条
項
前
段
に
係
わ
る
変
更
手
続
き
を
対
応
さ
せ
、
も
つ
て
変
更
手
続
き
が
不
要
で
あ
る 

の
施
設
が
挙
げ
ら
れ
、
ま
た
、
工
事
完
成
の
予
定
期
日
や
障
害
物
件
の
存
在
な
ど
も
変
更
認
可
の
対
象
と
さ

れ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
航
空
法
上
変
更
認
可
手
続
き
の
対
象
と
せ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
の
は
、
航
空
法

第
五
十
五
条
の
三
第
一
項
後
段
の
規
定
が
あ
る
か
ら
で
は
な
い
の
か
。
し
か
ら
ざ
れ
ば
、
そ
の
理
由
は
何 

 

か
。 

一
三 

 



 

 

一
四 

か
の
如
く
答
弁
し
た
理
由
は
何
か
。 

(9) 
右
航
空
局
長
は
、
航
空
法
第
五
十
五
条
の
三
第
一
項
前
段
に
よ
る
変
更
認
可
の
手
続
き
と
同
条
項
後
段
の

規
定
に
よ
る
そ
れ
と
の
違
い
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
認
識
を
も
つ
て
い
た
の
か
。 

(10) 

と
こ
ろ
で
、
空
港
敷
地
の
拡
張
に
係
わ
る
航
空
法
第
五
十
五
条
の
三
第
一
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
変
更
認

可
の
手
続
き
を
何
時
ま
で
に
公
団
に
行
わ
せ
る
の
か
。 

五 

昭
和
五
十
二
年
二
月
二
十
三
日
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
に
お
い
て
、
田
村
元
運
輸
大
臣
は
、
工
事
実
施
計
画

の
認
可
申
請
及
び
認
可
書
、
こ
れ
に
よ
る
添
付
書
類
の
提
出
に
つ
き
、
「
な
る
べ
く
早
く
お
出
し
い
た
し
ま 

す
。
」
と
答
弁
さ
れ
、
そ
の
後
松
尾
道
彦
新
東
京
国
際
空
港
課
長
は
、
遅
く
と
も
、
三
月
下
旬
ま
で
に
は
添
付
書

類
を
含
め
、
用
意
で
き
ま
す
と
し
て
い
な
が
ら
、
そ
れ
つ
き
り
と
な
つ
て
い
る
が
、
如
何
な
る
事
情
に
よ
る
の

か
。
ま
た
運
輸
大
臣
は
本
件
に
つ
き
運
輸
省
に
ど
の
よ
う
に
処
置
さ
せ
る
つ
も
り
か
。 

右
質
問
す
る
。 


